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税
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
大
切
な
財

源
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
市
民
の
み
な
さ
ん
は
、

市
税
を
納
期
限
内
に
自
主
的
に
納
め
て
い
ま

す
。市

で
は
、
税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る

た
め
、
納
税
資
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

納
付
に
応
じ
な
い
滞
納
者
な
ど
に
対
し
て
、

県
地
方
税
滞
納
整
理
推
進
機
構
と
共
同
で
強

制
的
に
給
与
、
不
動
産
、
自
動
車
、
預
貯
金
、

生
命
保
険
等
の
財
産
の
差
押
え
を
執
行
し
、

滞
納
税
額
に
充
て
ま
す
。

ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
職
員
が
滞
納

者
の
自
宅
等
を
強
制
的
に
捜
索
し
て
、
発
見

し
た
財
産
を
差
押
え
・
搬
出
し
、
そ
の
財
産

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
に
よ
り
換
価

を
行
い
ま
す
。

延
滞
金
は
必
ず
徴
収
し
ま
す

納
期
限
ま
で
に
税
金
が
完
納
さ
れ
な
い
場

合
に
は
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま

で
の
日
数
に
応
じ
、
税
額
に
次
の
割
合
を
乗

じ
て
計
算
し
た
延
滞
金
を
徴
収
し
ま
す
。

・
納
期
限
の
翌
日
か
ら
1
か
月
を
経
過
す
る

日
ま
で
…
年
４
・
３
％

・
1
か
月
を
経
過
し
た
日
以
降
…
年
14
・

6
％

納
付
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

災
害
や
病
気
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
全
額

を
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、

税
務
課
収
納
担
当
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
日
の
市
役
所
開
庁
時
間
中
に
お
越
し
に

な
れ
な
い
場
合
は
、
市
税
等
収
納
・
納
税
相

談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
6
月
の
市
税
等
収
納
・
納
税
相
談
窓
口
》

●
日
時

6
月
26
日（
日
）午
前
9
時
〜
正
午

●
場
所

税
務
課
窓
口

※
市
税
等
収
納
・
相
談
窓
口
開
設
日
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
暮
ら
し
の
情
報
」
の

税
金
の
項
目
覧
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
3
）

差押え財産

預 貯 金

生命保険

不 動 産

動 産

自 動 車

その他

計

件数

42

18

9

2

1

2

74

上野原市の
差押え実績

（Ｈ22.4～Ｈ23.3）

税金は、まちづくりを支える
大切な財源です。

▲タイヤロックによる
運行禁止措置例
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3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
に
と
も
な
う
福
島
第

一
原
発
事
故
の
影
響
か
ら
全
国

的
に
節
電
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。今

の
と
こ
ろ
、
市
民
や
事
業

者
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
電
力
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
保

た
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
気

温
の
変
化
に
と
も
な
い
電
力
不

足
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り
、

生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、
電
力
不
足
に
陥
ら

な
い
た
め
に
節
電
対
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

来
庁
者
の
み
な
さ
ん
に
は
ご

不
便
を
お
掛
け
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、
庁
舎
内
節
電
対
策

に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
、
市
民
や
事
業
者
の
み

な
さ
ん
に
は
、
節
電
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
以

上
の
節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

節
電
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

市では、これ以外にも積極的に節電対策を進めていきます。
みなさんのご理解、ご協力をお願いします。

●問い合わせ　総務課管財担当（蕁62－3117）

●庁舎内の空調設備使用抑制

庁舎内の空調設備の使用を制限

し、使用電力を削減しています。ま

た窓などを開けるなどして、空調設

備の電力消費を抑制しています。

安全に問題ない範囲で庁舎内の

蛍光灯等を取り外し、電力消費を抑

制しています。少し暗く感じるかも

しれませんがご協力ください。

市役所庁舎内トイレのジェット

タオルの使用を停止し、電力消費を

削減しています。手洗い後は、お手

持ちのハンカチをご利用ください。

使用していない電子機器のコ

ンセントを外したり、一部開放端

末の使用を制限するなど、電力消

費の削減に取り組んでいます。

これまで、6月1日から9月30日ま

で実施していたクールビズ期間を5

月9日から10月31日までに拡大して

実施しています。

●照明の取り外し

●トイレのジェットタオル停止●各種待機電力等の削減 ●クールビズ実施期間拡大

※職員は上着を着用せずにノーネ

クタイで市民のみなさんと接

することになりますのでご理

解ください。

●緑のカーテン実施

直射日光を遮断し室内温度の上

昇を防ぐことを目的に、ゴーヤなど

の植物を使った緑のカーテンを実施

しています。

市役所の具体的な取り組み
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9:20 ～ 9:30
9:35 ～ 9:45
9:55 ～ 10:05
10:10 ～ 10:20
10:25 ～ 10:35
10:40 ～ 10:50
10:55 ～ 11:05
11:10 ～ 11:20
11:25 ～ 11:35
1:00 ～ 1:10
1:15 ～ 1:25
1:30 ～ 1:40
1:45 ～ 1:55
2:05 ～ 2:15
2:30 ～ 2:40
2:50 ～ 3:00
3:10 ～ 3:20

8 :50 ～ 9:00
9 :05 ～ 9:15
9 :20 ～ 9:40
9 :45 ～ 9:55
10 :10～10 :20
10 :35～10 :45
10:50 ～ 11:50

初戸（橋本木材前）
藤尾（蔵春院前）
旧六藤分校
田和（橋本土建前）
扁盃バス停横
西原・原区民会館前
飯尾（桑原利行宅前）
市役所西原出張所前
日寄橋
大垣外（第七部消防庫前）
ふるさと長寿館前
棡原小学校校庭
旧日原バス停前
小伏（八幡神社下）
黒田（長田茂宅前）
井戸バス停前
先祖・丸畑（山本季男宅前）
奈須部公民館前庭

6
月
8
日
（
水
）

月日 会　　　　　場受付時間 月日 会　　　　　場受付時間
9 :00 ～ 9:10
9 :15 ～ 9:25
9 :30 ～ 9:40
9 :45 ～ 10 :00
10 :05 ～ 10 :15
10 :20 ～ 10 :40
10 :45 ～ 10 :55
11 :00 ～ 11 :10
11 :20 ～ 11 :35
11 :45 ～ 11 :55
1 :15 ～ 1:30
1 :40 ～ 1:50
1 :55 ～ 2:05
2 :15 ～ 2:25
2 :35 ～ 2:45
2 :50 ～ 3:00
3 :05 ～ 3:15
3 :20 ～ 3:30

保健センター（勤労青少年ホーム）
鶴川（加藤照正宅前）
八米（村上信行宅前）
大鶴小学校校庭
大倉（中村泰典宅前）
芦垣公民館前
和見消防庫前
桑久保東区（志村英美宅前）
旧甲東小学校校庭
中風呂消防庫前
棚頭（中村一匡宅前）
野田尻（落合商店前）

10:00 ～ 11:00
0:30 ～ 0:40
0:45 ～ 0:55
1:00 ～ 1:10
1:20 ～ 1:30
1:40 ～ 1:50
2:05 ～ 2:15
2:30 ～ 2:40
2:45 ～ 2:55
3:05 ～ 3:15
3:25 ～ 3:35
3:45 ～ 3:55

6
月
9
日
（
木
）

6
月
14
日
（
火
）

山風呂（光電製作所前庭）
向風（正八幡宮前）
三生会病院前
塚場（諸角正成宅前）
諏訪（片伊木卓男宅前）
新二（小佐野駐車場）
新田水防会館前
鶴島南区（上條商店横広場）
八ツ沢老人福祉センター前
市役所センタープラザ

旧大目小学校校庭
犬目公民館前
荻野（志村延勝宅前）
大椚（中村幸記宅前）
日野（市川正末宅横）
大鶴楽生園

9:05 ～ 9:15
9 :20 ～ 9:30
9 :40 ～ 9:55
10 :00 ～ 10 :10
10 :15 ～ 10 :25
10 :30 ～ 10 :45
10 :50 ～ 11 :00
11 :10 ～ 11 :30
11 :40 ～ 11 :50
1 :30 ～ 2:00

11:55 ～ 0:05
1:05 ～ 1:15
1:25 ～ 1:35
1:45 ～ 1:55
2:00 ～ 2:10
2:20 ～ 3:50

6
月
15
日
（
水
）

無生野（藤本重則宅前）
浜沢（浜松屋商店前）
尾崎（尾崎中旅館前）
寺下（火の見やぐら前）
板崎（菊屋商店前）
遠所（佐藤猛宅前）
大地バス停前
栗谷（秋山ゴム工業前）
中野（秋山支所前）
小和田バス停前
古福志バス停前
桜井（小俣静工業前）
富岡（三好屋商店前）
安寺沢（加藤律子宅前）
一古沢バス停前
金山集会所前
田野入（大房商店横）

6
月
16
日
（
木
）

平成23年度結核定期住民検診日程表

JAクレイン巌支店前
市役所巌出張所前
公正屋しおつ店駐車場
JR四方津駅前
川合（久島章司宅前）
市役所大目出張所前
西大野（泉ホーム庭）

6
月
14
日
（
火
）

感
染
症
法（
感
染
症
の
予
防
お
よ
び
感
染

症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
）

に
よ
り
、
65
歳
以
上
の
市
民
の
み
な
さ
ん

（
平
成
23
年
度
中
に
65
歳
に
達
す
る
方
を
含

む
）を
対
象
に
、
巡
回
検
診（
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
）を
実
施
し
ま
す
。

次
の
日
程
で
行
う
「
結
核
定
期
住
民
検
診
」

を
受
け
、
結
核
の
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
と
な
る
方
は
、
お
近
く
の
会
場
で
必

ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

昭
和
22
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

で
、
上
野
原
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

●
対
象
と
な
ら
な
い
方

次
に
該
当
す
る
方
は
、
今
回
の
住
民
検
診

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
会
社
や
施
設
な
ど
で
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

を
受
け
て
い
る
方

②
現
在
、
結
核
で
治
療
中
の
方
お
よ
び
そ
の

家
族

●
撮
影
時
の
注
意
事
項

①
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
コ
ル
セ
ッ
ト
、
エ
レ
キ
バ

ン
等
は
身
に
つ
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
簡
単
に
着
替
え
が
で
き
る
服
装
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

③
貴
重
品
は
持
参
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

検
診
結
果
に
つ
い
て
は
、
異
常
が
認
め
ら

れ
た
方
の
み
に
連
絡
し
ま
す（
1
〜
2
か

月
後
）。

受
診
票
等
、
特
に
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保
健
担
当（
蕁
62
―

4
1
3
4
）

※
交
通
の
状
況
等
に
よ
る
多
少
の
遅
れ
に
つ
い
て
は
、
ご
容
赦
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（敬称略）
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20歳（平成 2 年4月2日～平成 3 年4月1日生）
25歳（昭和60年4月2日～昭和61年4月1日生）
30歳（昭和55年4月2日～昭和56年4月1日生）
35歳（昭和50年4月2日～昭和51年4月1日生）
40歳（昭和45年4月2日～昭和46年4月1日生）

子
宮
頸
が
ん

検
　
　
　
診

乳
が
ん
検
診

対象年齢（生年月日）検診名

ビ
ュ
ー
！

ビ
ュ
ー
！

火
事
で
す
！

火
事
で
す
！

あなたの
お宅には
設置して
ありますか？

悪質な訪問販売にご注意ください！！
●問い合わせ　市消防本部消防総務課予防担当（蕁62-4111）

住宅用火災警報器は、消防法の改正により、新築の住宅は既に平成18年6

月1日から設置が義務付けられています。また、既存の住宅については上

野原市火災予防条例により、平成23年6月1日から設置が義務付けられて

います。設置していない方は、設置しましょう。

女性特有のがん検診推進事業

女性特有のがん検診推進事業は、市が実施するがん検診等において次の表の年齢に達した女性

に対し、子宮頸がん検診および乳がん検診の受診促進によるがんの早期発見と、正しい健康意識

の普及啓発および健康の保持増進を図ることを目的として行います。

●対 象 者 平成23年4月20日現在で市に住民登録され、平成23年4月1日現在の年齢が下記対象年齢の方

●事業の内容 ①検診費用が無料となる「がん検診無料クーポン券」の配布

②検診手帳の配布

※対象者には5月中旬に検診手帳、クーポン券、受診案内を送付しています。

この事業は健康増進法に基づき市が行うがん検診と、委託医療機関での検診が対象です。

※職場で検診を受けた方については補助対象外となります。

●検 診 機 関

40歳（昭和45年4月2日～昭和46年4月1日生）
45歳（昭和40年4月2日～昭和41年4月1日生）
50歳（昭和35年4月2日～昭和36年4月1日生）
55歳（昭和30年4月2日～昭和31年4月1日生）
60歳（昭和25年4月2日～昭和26年4月1日生）

検診名 対象年齢（生年月日）

●問い合わせ　長寿健康課保健担当（蕁62-4134）
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15

市
庁
舎
内
の
節
電
対
策
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
お

い
て
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
ら
れ

た
み
な
さ
ん
に
対
し
て
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に

は
、
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
に
と
も

な
う
福
島
第
一
原
発
事
故
の
影
響

に
よ
り
、
夏
場
の
電
力
不
足
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

は
、
長
期
的
な
視

点
が
重
要
で
す
。

市
で
は
、
消
費
電
力
が
上
昇
す

る
夏
場
に
向
け
て
節
電
対
策
を
行

っ
て
い
ま
す
。

市
の
節
電
対
策
と
し
て
は
、
ゴ

ー
ヤ
や
朝
顔
、
ふ
う
せ
ん
か
ず
ら

な
ど
の
つ
る
性
植
物
を
利
用
し
て

直
射
日
光
を
遮
断
し
、
室
内
温
度

の
上
昇
を
防
ぐ
緑
の
カ
ー
テ
ン
を

市
内
の
公
共
施
設
、
小
・
中
学
校
、

幼
稚
園
、
保
育
園
等
で
実
施
し
、

空
調
設
備
の
電
力
消
費
を
抑
制
し

ま
す
。

長 室
だ
よ
り

市
上
野
原
市
長

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身

近
な
課
題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

●
日
時

6
月
28
日（
火
）午
前
9

時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法

1
人
ま
た
は
1
組（
5
人

程
度
）を
対
象
と
し
て
、
対
話
時

間
は
お
お
む
ね
20
分
間
で
す
。

●
場
所

市
長
室

●
申
込
方
法

電
話
で
、
氏
名
、

住
所
、
連
絡
先
、
参
加
人
数
、

意
見
・
提
言
内
容
等
を
お
伝
え

く
だ
さ
い
。

※
こ
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
は
、
陳
情

等
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
意

見
、
提
言
内
容
に
よ
っ
て
は
、

申
込
み
を
お
断
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当
（
蕁
62

―

3
1
1
8
蕭
62
―

5
3
3
3
）

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」

ま
た
、
安
全
な
範
囲
で
照
明
を

取
り
外
し
た
り
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
期

間
の
拡
大
、
電
子
機
器
な
ど
の
待

機
電
力
の
削
減
、
空
調
設
備
の
使

用
を
抑
制
す
る
な
ど
、
積
極
的
に

消
費
電
力
を
削
減
し
、
節
電
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
細
部
に
ま
で
消
費

電
力
の
抑
制
を
検
討
し
、
積
極
的

に
節
電
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

今
後
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
い
た
だ
き
、
各
家
庭
・
企

業
等
で
で
き
る
節
電
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▲ふれ愛トークの様子

全
国
避
難
者情

報
シ
ス
テ
ム

市
で
は
、
総
務
省
が
行
う
「
全

国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム
」
に
賛

同
し
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
方
の
情
報
を
集
め
て
い

ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
市
が
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方

の
避
難
先
情
報
を
収
集
し
、
そ
の

情
報
を
被
災
地
の
市
町
村
に
提
供

す
る
こ
と
で
、
被
災
地
の
市
町
村

が
見
舞
金
等
の
各
種
支
援
に
つ
い

て
被
災
者
へ
連
絡
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。市

に
は
、
こ
れ
ま
で
に
十
数
名

の
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
が
、

情
報
提
供
は
任
意
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ま
だ
申
し
出
を
さ
れ
て
い
な

い
方
や
こ
れ
か
ら
避
難
し
て
来
る

方
な
ど
、
情
報
提
供
さ
れ
て
い
な

い
被
災
者
の
方
も
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ご
近

所
に
そ
の
よ
う
な
方
が
い
た
場

合
、「
全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ

ム
」
の
主
旨
を
お
話
し
い
た
だ
き
、

市
の
窓
口
ま
で
申
し
出
る
よ
う
に

お
勧
め
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
窓
口
担

当
（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

市
で
は
、
大
規
模
地
震
や
武
力
攻

撃
（
テ
ロ
・
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
）
な
ど

緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
備

え
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
―

Ａ

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
通
信
衛
星
を
用
い
て
国

（
消
防
庁
）か
ら
緊
急
情
報
を
受
信
し
、

市
の
防
災
行
政
無
線
で
瞬
時
に
情

報
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

今
後
は
、
試
験
放
送
や
訓
練
放

送
な
ど
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
防

災
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
7
）

市市
役役
所所
かか
らら
おお
願願
いい

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp
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診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

肛門科（外科併任）

皮膚科

整形外科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

月曜日

両角・細川

進藤・前田

非常勤小児科医交替

長坂

高橋

高橋

柴垣

松山

後藤

桜井

※6

※7

岡本

金曜日

岡本・村田

反頭・※1前田

小林

長坂

高橋

高橋

川村

須田
※5大野（時間制限）

石井

豊永

細川

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前/午後

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午前

午前

午後

《上野原市立病院　6月の外来診療のご案内》 ●問い合わせ 市立病院（蕁62－5121）

火曜日

岡本・村田

石井・津久井大

赤羽

長坂

吉田

吉田

※2

交代制

水曜日

両角・津久井大

反頭・牛島

中根

長坂

吉田

吉田

戸島

館野

宮田

長尾

古屋

木曜日

津久井由・瀧山

津久井大・村田

長谷部

喜瀬（予約第1週）
山梨大非常勤医師交代

高橋

平良（予約）

高橋

※3

※4大野（予約）

※
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

※1 内科の金曜日は、第2・4週のみ前田医師が診療を行います。
※2 整形外科の火曜日は、第1・3・5週が西田医師、第2・4週が松原医師の診療となります。
※3 整形外科の木曜日は、第2・4週のみ中島医師が診療を行います。
※4 眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方のため、完全予約制外来です。
※5 眼科の金曜日の大野医師は、午前10時までに受付した患者様の診療となります。
※6 西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
※7 秋山診療所の月曜日（午前）は、第1・3・5週が村田医師、第2・4週が岡本医師が診療を行います。
※診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。（表は5月23日現在の予定です。）

～男女共同参画推進フォーラム～

パパはイクメン
仕事も子育ても頑張る、市内で見つけたイクメン
男女共同参画社会の実現に向けて

市男女共同参画推進委員会では、6月の男女共同参画
推進月間にあわせて、次の内容のフォーラムを開催しま
す。
イクメンとは、子育てを楽しみ自分自身も成長する男
性のことをいいます。ぜひ、みなさんもこのフォーラム
に参加し、男女共同参画社会の実現に向けて考えていき
ましょう。
●日時 6月26日（日）午後2時～4時
●会場 もみじホール2階会議室

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.58

●定員 70人
※無料保育も行っていますので、ご利用ください。
なお、利用の際は事前にご予約ください。

●内容 推進委員による寸劇「イクメンパパ」
イクメンパパの座談会
ワークショップ　
グループごとにフリートーク

みなさんの参加をお待ちしています。

※市男女共同参画推進委

員会では、この他にも

各種事業を行っていま

す。興味の有る方は、

お問い合わせくださ

い。

（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

▲昨年行われた地域セミナー
「かかしを作ろう」の様子
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リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の

お
知
ら
せ

う
え
の
は
ら
リ
サ
イ
ク
ル
の
会

で
は
、
第
41
回
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
お
よ
び
第
35
回
フ
ァ
イ
バ
ー
リ

サ
イ
ク
ル（
古
着
回
収
）を
開
催
し

ま
す
。

《
第
41
回
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
》

●
開
催
日
時

7
月
3
日（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所

市
役
所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
※
雨
天
中
止

※
出
店
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、

先
着
順
と
し
ま
す
。

《
第
35
回
フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ
ク

ル
（
古
着
回
収
）
》

●
開
催
日
時

7
月
16
日（
土
）

午
前
8
時
30
分
〜
9
時
30
分

●
場
所

市
役
所
前
庭

※
小
雨
決
行

●
回
収
可
能
な
も
の

・
幼
児
、
子
ど
も
衣
類
全
般

・
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
Ｙ
シ
ャ
ツ
、
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
、
ブ
ラ
ウ
ス
等

・
ズ
ボ
ン
類
全
般
、
短
パ
ン
等

・
カ
ー
テ
ン
、
毛
布
、
シ
ー
ツ
等

・
タ
オ
ル
、
ハ
ン
カ
チ
等

・
着
物
、
浴
衣
、
帯
等

・
背
広
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
ブ
ル
ゾ

ン
等

・
秋
冬
物
、
皮
革
衣
類
等

・
そ
の
他
の
木
綿
製
品
等

●
回
収
不
能
な
も
の

・
ビ
ニ
ー
ル
製
の
物

・
手
袋
、
靴
下
、
布
団
等

・
裁
断
く
ず
、
糸
く
ず
、
綿
等

・
汚
れ
や
破
れ
の
あ
る
物（
ジ
ー

ン
ズ
の
破
れ
等
）

・
洗
濯
し
て
な
い
物

※
古
着
を
入
れ
る
袋
は
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
で
あ
れ
ば
黒
色
で
も
使
用

で
き
ま
す
。
な
お
、
紙
袋
は
運

搬
す
る
と
き
に
破
れ
て
中
身
を

落
と
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
当
日
参
加
で
き
な
い
場
合
に

は
、
随
時
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
も
古
着
を
お
預
か
り
し
て
い

ま
す
。

ご
み
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！

私
た
ち
が
利
用
で
き
る
最
終
処

分
場
は
、
市
内
に
も
山
梨
県
に
も

あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
ご
み
の

焼
却
灰
は
、
よ
そ
の
土
地
で
埋
め

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
し
、
焼

却
灰
の
受
け
入
れ
を
断
ら
れ
た
ら

ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
市
内
に

ご
み
が
あ
ふ
れ
る
日
が
来
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

《
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
》

ご
み
全
体
の
約
9
割
を
占
め
る

の
は
、
紙
類
・
布
類
・
生
ご
み

類
・
ビ
ニ
ー
ル
類
に
な
り
ま
す
。

ご
み
の
減
量
に
は
、
み
な
さ
ん
が

毎
日
の
生
活
の
中
で
意
識
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

●
買
物
に
行
く
と
き
は
？

・
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
、
過
剰
な

包
装
や
袋
は
断
り
ま
し
ょ
う
。

・
使
い
捨
て
の
商
品
は
選
ば
ず
、

長
く
使
え
る
物
、
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
る
物
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

・
必
要
な
も
の
を
、
必
要
な
だ
け

買
い
ま
し
ょ
う
。

・
捨
て
る
と
き
の
こ
と
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

●
ご
み
を
出
す
と
き
は
？

・
分
別
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・
生
ご
み
は
水
切
り
を
し
ま
し
ょ

う
。

・
日
用
品
は
最
後
ま
で
使
い
切
り

ま
し
ょ
う
。

・
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
か
考
え
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー（
蕁
63
│

5
3
5
3
）

高
齢
者
等
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
訪
問
事
業

市
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の

独
居
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
方

の
お
宅
を
、
市
が
養
成
し
た
「
高

齢
者
等
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
定
期
的

に
訪
問
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

相
談
や
話
し
相
手
、
安
否
確
認
等

を
行
う
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。こ

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い

方
は
、
長
寿
健
康
課
ま
た
は
秋
山

支
所
、
各
出
張
所
に
印
鑑
を
持
参

し
、「
高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
訪
問
事
業
利
用
申
請
書
」

に
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

追
っ
て
担
当
者
等
の
お
名
前
、

初
回
訪
問
日
等
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
無
料
で

す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
│

4
1
3

3
）

無
縁
墓
地
を
増
築
し
ま
し
た

市
で
は
、
㈱
小
野
石
材
店
上
野

原
営
業
所
と
相
模
湖
上
野
原
霊
園

の
ご
厚
意
に
よ
り
無
償
で
市
の
無

縁
墓
地
を
増
築
し
ま
し
た
。

ま
た
、
龍
泉
寺
の
村
上
住
職
に

よ
り
開
眼
供
養
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
総

務
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
5
） ▲無縁墓地で開眼供養を行う様子



★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入

者、75歳以上の後期高齢者医療制度の
被保険者

◎健 診 料 自己負担金14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み お早めに各実施機関へ直接お申し込
みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち
物など、詳細は各実施機関へお問い合わせくだ
さい。

★子宮頸がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円
◎内　　容 子宮頸がん検診
※医師の判断で子宮頸体部がん検診を実施した場
合の自己負担金は2,200円となります。
◎医療機関 大月市：武者医院・大月市立中央病院・

稚枝子おおつきクリニック
都留市：磯部医院・都留市立病院

※その他の医療機関を希望される方は保健担当に
お問い合わせください（山梨県内のみ）。
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

★勤労青少年ホーム前駐車場の変更
勤労青少年ホーム前駐車場は、施設等を利用さ
れる方のために駐車場として開放していますが、
市立病院建設工事にともない5月中旬から施設前の
駐車場が利用できません。
施設等を利用される方は、旧役場跡地に駐車を
お願いします。

申込み・問い合わせ
0554－62－5121

0120－28－5592

042－644－3721

055－263－7071
042－622－7268

実施機関
上野原市立病院

山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）
クアハウス石和（笛吹市）
多摩相互病院（八王子市）

送迎
なし

一部あり

なし

一部あり
なし

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日除く）

午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※車でお越しの方は、保健センター前の駐車場が
利用できないため、旧役場跡地に駐車してくだ
さい。

※日時等でご都合のつかない方は、保健担当へお

問い合わせください。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気

になる」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大
変」、「お友だちと上手に遊べない」などの悩みご
との相談を行っています。
◎日　　時 6月27日（月）予約制となります。
◎スタッフ 心理相談員・保健師
◎対　　象 市内在住の就学前のお子さんと保護

者。
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。

★乳幼児健診（6/1～7/10の予定）

※詳細については該当児にお知らせを郵送します。

★骨粗しょう症検診
◎対 象 者 市内に住民登録があり平成24年4月1

日までに次の年齢に成る女性　
40・45・50・55・60・65・70歳

◎検 診 料 700円
◎内 　 容 医師の診察（問診）・骨塩定量検査
◎検 診 日 6月21日（火）・7月19日（火）
※毎月第3火曜日（午後）の実施となります。
◎医療機関 上野原市立病院
◎申 込 み 直接、上野原市立病院へお申し込み

ください。
◎受付時間 午後1時～5時（土日祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

★訂正とお詫び
平成23年5月号「健康アイ」の《ヘモフィルスイ

ンフルエンザ菌ｂ型（ヒブワクチン）および小児
用肺炎球菌ワクチン》の助成期間に誤りがありま
した。
（正）助成期間　平成23年5月1日～平成24年3月31
日接種分
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問い合わせ 
 
 

 
保健担当 
電話 62-4134 

3～4か月児

9～10か月児

3 歳 児

該当児

平成23年1月29日～3月 9日生
平成22年8月16日～9月30日生
平成20年1月 1日～2月15日生

実施日

6月20日（月）
7月 7日（木）
6月 7日（火）
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農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

農
地
の
売
買
や
賃
借
、
農
地
を

農
地
以
外
に
転
用
す
る
場
合
は
、

農
地
法
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

■
6
月
の
申
請
書
提
出
期
限

6
月
10
日（
金
）ま
で

※
早
め
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
は
農
業
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
蕁
62
―

3
1

1
9
）

出
張
古
文
書
相
談
日
開
催
の

お
知
ら
せ

山
梨
県
立
博
物
館
で
は
、
古
文

書
を
所
蔵
し
て
い
る
み
な
さ
ん
の

相
談
に
応
じ
る
出
張
古
文
書
相
談

日
を
開
催
し
ま
す
。

古
文
書
は
、
過
去
の
人
物
の
活

動
を
伝
え
る
貴
重
な
歴
史
資
料
で

す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
開
催
日
時

7
月
9
日
（
土
）

午
後
1
時
〜
4
時

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
3
階
会

議
室
8

●
相
談
内
容

・
古
文
書
の
読
み
方

・
古
文
書
の
内
容
確
認

・
古
文
書
の
整
理
方
法

・
古
文
書
の
保
存
方
法

※
た
だ
し
、
古
文
書
等
、
文
書
全

文
の
解
読
筆
写
は
い
た
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
資
料
の
価
格
評
価

お
よ
び
鑑
定
の
ご
相
談
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
懸
賞
や
宿
題
な
ど
に
関
す
る
ご

相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
相
談
内
容
に
よ
っ
て
即
日
の
回

答
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
立
博
物

館
資
料
情
報
担
当
（
蕁
0
5
5

│

2
6
1
│

2
6
3
1
）
〒
4
0

6
│

0
8
0
1

山
梨
県
笛
吹

市
御
坂
町
成
田
1
5
0
1
│

1

社
会
教
育
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

社
会
教
育
委
員
は
、
社
会
教
育

行
政
に
関
す
る
諮
問
機
関
と
し
て

設
け
ら
れ
た
組
織
で
す
。
学
校
教

育
、
生
涯
教
育
の
関
係
者
な
ら
び

に
学
識
経
験
者
で
構
成
さ
れ
ま

す
。市

教
育
委
員
会
で
は
、
4
月
1

日
付
け
で
、
次
の
11
名
を
社
会
教

育
委
員
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
23
年
4
月
1
日

か
ら
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
の

 
 

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

お
知
ら
せ

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
就
学

前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
親
子

で
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
、
保
護

者
の
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
開

放
し
て
い
ま
す
。

※
東
日
本
大
震
災
に
と
も
な
う
影

響
に
よ
り
、
照
明
や
冷
暖
房
の

使
用
が
制
限
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
保
護
者
の
方
は
、

お
子
さ
ん
の
体
温
調
節
が
で
き

る
服
装
や
体
調
管
理
に
十
分
注

意
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

6
月
1
日（
水
）、8
日

（
水
）、15
日（
水
）、22
日（
水
）、
7

月
6
日（
水
）午
前
9
時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
内
に
お
い
て

「
お
も
ち
ゃ
病
院（
第
2
、
4
週

の
午
前
11
時
〜
正
午
）」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

2
年
間
で
す
。

（
敬
称
略
）

大
目
地
区
　
　
中
村
　
勝

甲
東
地
区
　
　
尾
形
光
良

四
方
津
地
区
　
岡
本
房
雄

沢
松
地
区
　
　
大
神
田
一
男

大
鶴
地
区
　
　
石
井
　
幸

島
田
地
区
　
　
市
川
武
士

上
野
原
地
区
　
井
腰
み
ゆ
き

萱
沼
雅
人

棡
原
地
区
　
　
和
田
好
治

西
原
地
区
　
　
夘
月
金
光

秋
山
地
区
　
　
加
藤
重
義

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当
（
蕁
62
│

3
4
0

9
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が

実
施
さ
れ
ま
す

7
月
19
日
の
任
期
満
了
に
と

も
な
い
、
上
野
原
市
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
予

定
で
す
。

●
告
示
日

7
月
3
日
（
日
）

●
投
票
日

7
月
10
日
（
日
）

●
選
挙
す
べ
き
委
員
数

15
名

●
問
い
合
わ
せ

市
選
挙
管
理
委

員
会
（
蕁
62
│

3
1
1
7
）

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

補
助
金
制
度

市
で
は
、
私
立
幼
稚
園
の
在
園

児
が
い
る
世
帯
に
、
市
県
民
税
課

税
額
に
応
じ
て
保
育
料
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
立
幼

稚
園
児
の
保
護
者
の
負
担
を
軽
減

し
、
幼
稚
園
就
園
の
奨
励
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
補
助
対
象
者
は
、
市
に
住

所
を
有
す
る
3
歳
、
4
歳
、
5
歳

児（
平
成
23
年
4
月
1
日
現
在
）を

私
立
幼
稚
園
に
就
園
さ
せ
て
い
る

世
帯
で
、
保
護
者
お
よ
び
世
帯
内

の
納
税
義
務
者
等
の
今
年
度
の
市

県
民
税
所
得
割
課
税
額
に
よ
っ
て

決
ま
り
ま
す
。

市
内
の
私
立
幼
稚
園
に
就
園
し

て
い
る
世
帯
に
は
幼
稚
園
を
と
お

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
市
外

の
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
る
世
帯

で
、
ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
学
習
課
学

校
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0
9
）

「
海
の
家
」
事
業
中
止
の

お
知
ら
せ

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
と

も
な
う
影
響
を
考
慮
し
て
、
平
成

23
年
度
上
野
原
市
「
海
の
家
」
事

業
を
中
止
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
商
工
観

光
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
9
）
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応
急
手
当
講
習
会
の

お
知
ら
せ

市
消
防
本
部
で
は
、応
急
手
当
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

6
月
25
日（
土
）午
前
9

時
〜
正
午

●
場
所

島
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
受
講
資
格

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）の
方

●
申
込
期
限

6
月
21
日（
火
）

※
再
受
講
の
方
は
申
込
み
の
際
、

以
前
に
受
講
し
た
普
通
救
命
講

習
修
了
証
の
交
付
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
警

防
救
急
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
1
）

子
育
て
講
演
会
開
催
の

お
知
ら
せ

東
部
自
立
支
援
協
議
会
児
童
部

会
で
は
、
子
育
て
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時

6
月
18
日
（
土
）
午
後

2
時
〜
4
時

●
場
所

大
月
市
民
会
館
4
階
視

聴
覚
室

●
講
師

日
本
臨
床
心
理
研
究
所

中
嶋
彩
氏

●
テ
ー
マ
　
「
子
ど
も
の
個
性
に

応
じ
た
子
育
て
を
考
え
よ
う
」

●
対
象
者

園
児（
年
中
）か
ら
小

学
2
年
生
と
そ
の
保
護
者
、
テ

ー
マ
に
関
心
の
あ
る
方

●
費
用

無
料

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ

市
で
は
、消
費
生
活
等
に
係
る

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時

7
月
8
日（
金
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所

市
役
所
1
階
会
議
室
Ｂ

（
福
祉
課
横
）

●
相
談
内
容

①
消
費
生
活
関
連
（
架
空
請
求
、

訪
問
販
売
等
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
、多
重
債
務
な
ど
）

②
市
民
生
活
関
連
（
土
地
、
住
宅
、

相
続
な
ど
）

※
相
談
は
一
人
30
分
で
、
相
談
内

容
①
②
と
も
に
各
3
人
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
限
ら
れ
た

時
間
で
す
の
で
、
相
談
事
項
を

よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類
等
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
予
約
期
間

6
月
23
日（
木
）

〜
7
月
6
日（
水
）先
着
順

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

生
活
環

境
課
生
活
環
境
担
当（
蕁
62
│

3

1
1
4
）

障
害
者
の
社
会
見
学
バ
ス

参
加
者
募
集

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、障

害
者
の
社
会
見
学
バ
ス
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
日
時

6
月
25
日（
土
）午
前
8

時
集
合
出
発
、
午
後
6
時
解
散

予
定

※
解
散
時
間
は
、
渋
滞
な
ど
で
遅

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
集
合
解
散
場
所

上
野
原
市
役

所
前
駐
車
場

●
見
学
先
　
羽
田
空
港
新
国
際
線

タ
ー
ミ
ナ
ル
、
エ
ビ
ス
ビ
ー
ル

記
念
館

●
対
象
者

市
内
在
住
の
18
歳
以

上
で
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
所
持
者
と
そ
の
付
き
添

い
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
参
加
費

1
人
1
5
0
0
円

●
定
員

75
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
て

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間

6
月
6
日（
月
）

〜
20
日（
月
）（
土
日
祝
日
は
除
く
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会

福
祉
協
議
会（
蕁
63
│

0
0
0
2
）

新
鮮
野
菜
朝
市
を

開
催
し
ま
す

今
年
も
、
市
内
の
生
産
者
グ
ル

ー
プ
が
結
束
し
、「
新
鮮
野
菜
朝

市
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

6
月
4
日
〜
12
月
10
日

の
毎
週
土
曜
日
、
午
前
8
時
〜

9
時
（
予
定
）

※
売
り
切
れ
次
第
閉
店

●
場
所

市
役
所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ

●
主
催

上
野
原
市
新
鮮
野
菜
生

産
者
の
会

※
市
で
は
、
農
地
が
有
効
に
使
わ

れ
る
よ
う「
地
産
地
消
」（
地
域

で
生
産
さ
れ
た
農
林
産
物
を
地

域
で
消
費
す
る
こ
と
）
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

上
野
原
市
新
鮮
野
菜
生
産
者
の

会
が
行
う
新
鮮
野
菜
朝
市
な
ど

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と

で
、
農
地
の
荒
廃
化
防
止
や
有

効
活
用
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
農
村
地

域
づ
く
り
担
当（
蕁
62
―

3
1
1

9
）
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開催日
6月 2日（木）

6月 9日（木）

6月16日（木）

6月23日（木）

6月30日（木）

6月 2日（木）
※1

6月 6日（月）

6月13日（月）

6月21日（火）
※2

ア
ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

こ
ど
も
学
科

大山智子（東京都公立中学校スク
ールカウンセラー）
西浦直子
（国立ハンセン病資料館学芸員）
井筒柴乃
（帝京科学大学児童教育学科准教授）
石橋裕子
（帝京科学大学児童教育学科准教授）

小児科心理相談外来で出会　
った子どもたち
ちぎられた心を抱いて
～隔離の中で生きた子どもたち～
子どもの運動発達

絵本を取り入れた身体表現

帝
京
科
学
大
学

公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

帝
京
科
学
大
学
で
は
、
地
域
の

み
な
さ
ん
を
対
象
に
し
た
公
開
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
お
好
き
な
回

を
ど
な
た
で
も
無
料
で
受
講
で
き

ま
す
。

な
お
、
こ
の
講
座
は
「
キ
ャ
ン

パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」
の
連
携

講
座
で
す
。

●
講
演
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

●
開
催
時
間

午
前
11
時
20
分
〜

午
後
0
時
50
分

●
開
催
場
所

帝
京
科
学
大
学
上

野
原
キ
ャ
ン
パ
ス
本
館
棟

●
受
講
料

無
料

●
定
員

各
回
30
名

●
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
受
付
は
、
平
日
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

※
予
定
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
帝
京
科
学
大
学ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.n
tu
.a
c
.jp

●
問
い
合
わ
せ

帝
京
科
学
大
学

上
野
原
キ
ャ
ン
パ
ス
管
理
係

（
蕁
63
―

6
9
1
1
）

県
立
盲
学
校
か
ら
お
知
ら
せ

《
夏
の
Ｅ
ｙ
ｅ愛

ひ
と
み
相
談
会
》

お
子
さ
ん
の
見
え
方
に
つ
い
て

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ

れ
て
か
ら
目
に
障
害
を
持
ち
悩
ん

で
い
る
方
、
視
覚
に
課
題
が
あ
る

お
子
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る
方

な
ど
、
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日

7
月
9
日（
土
）・
10

日（
日
）、
8
月
27
日（
土
）・
28

日（
日
）

●
場
所

山
梨
県
立
盲
学
校
（
甲

府
市
下
飯
田
2
―

10
―

2
）

●
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
相
談
費
用

無
料

●
申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《
学
校
見
学
お
よ
び
入
学
相
談
》

視
力
低
下
に
と
も
な
い
現
在
の

仕
事
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
方
、

中
学
校
・
高
等
学
校
卒
業
後
、
適

当
な
進
路
が
見
つ
か
ら
な
い
方
、

そ
の
ご
家
族
や
支
援
さ
れ
て
い
る

方
に
、
学
校
見
学
お
よ
び
入
学
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
学
校
見
学
お
よ
び
入
学
相
談

・
年
間
通
し
て
電
話
お
よ
び
メ
ー

ル（ysvi@
kai.ed.jp

）に
よ
る
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
毎
週
水
曜
日
午
前
9
時
〜
正
午
、

金
曜
日
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

を
学
校
見
学
お
よ
び
入
学
相
談

日
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

●
授
業
見
学
週
間

7
月
11
日

（
月
）〜
15
日（
金
）

※
高
等
部
本
科
保
健
理
療
科
、
専
攻

科
保
健
理
療
科
お
よ
び
専
攻
科
理

療
科
の
授
業
を
公
開
し
ま
す
。

●
入
学
条
件
・
取
得
で
き
る
受
験

資
格

・
高
等
部
本
科
保
健
理
療
科
　
中

学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
）

ま
た
は
そ
れ
と
同
等
の
学
力
の

方
・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧

師
国
家
試
験
受
験
資
格

・
高
等
部
専
攻
科
保
健
理
療
科
、

高
等
部
専
攻
科
理
療
科
　
高
等

学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
）

ま
た
は
そ
れ
と
同
等
の
学
力
の

方
・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧

師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
国
家

試
験
受
験
資
格

●
申
込
方
法

事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
9
時

〜
午
後
5
時

●
問
い
合
わ
せ

県
立
盲
学
校

（
蕁
0
5
5
―

2
2
6
―

3
3
6

1
）

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
開
始
の

お
知
ら
せ

神
奈
川
県
企
業
庁
で
は
、
次
の

と
お
り
今
年
度
の
し
ゅ
ん
せ
つ
工

事
を
実
施
し
ま
す
。
工
事
に
と
も

な
い
発
生
す
る
騒
音
、
粉
塵
の
抑

制
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
努
力

し
て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
は
、

工
事
期
間
中
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
工
事
名

相
模
貯
水
池
堆
積
土

砂
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事

●
内
容

堆
積
土
砂
掘
削
、
運
搬
、

仮
置
、
搬
出
の
各
作
業（
し
ゅ

ん
せ
つ
量
は
15
万
裙
の
予
定
で

す
）。

●
場
所

桂
川（
桂
川
橋
下
流
）

●
期
間

平
成
23
年
6
月
〜
平
成

24
年
3
月
末

●
問
い
合
わ
せ

神
奈
川
県
企
業

庁
相
模
川
水
系
ダ
ム
管
理
事
務

所
相
模
ダ
ム
管
理
所（
蕁
0
4

2
―

6
8
4
―

3
5
2
1
）

講師（所属）
佐々木豊志
（くりこま高原自然学校代表）

浅野　玄
（岐阜大学応用生物科学部准教授）
佐藤　哲（長野大学環境ツー
リズム学部教授）
吉田太郎
（立教女学院小学校教諭）
大泰司紀之
（北海道大学名誉教授）

講演タイトル（仮題）
自然学校の社会的役割と
その可能性　～くりこま高原
自然学校の場合～
わが国の生物多様性を脅かす
危機　～特に外来生物について～
アフリカの魚を科学する
～フィールドワークの現場から～
動物介在教育の試み「いの
ちにふれる教育とは」
ワイルドライフ・マネージメント　
～シカ・イノシシの保護管理～

※1 6月2日（木）講演の開催時間は、午後5時～6時30分です。
※2 6月21日（火）講演の開催時間は、午後3時20分～4時50分です。
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や
ま
び
こ
支
援
学
校
学
習

支
援
相
談
会
等
の
開
催

県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校
で

は
、
特
別
支
援
を
必
要
と
す
る
幼

児
・
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
、
そ

の
他
関
係
者
を
対
象
と
し
て
学
習

支
援
相
談
会
お
よ
び
教
材
展
示
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

①
学
習
支
援
相
談
会

7
月
27
日

（
水
）、
8
月
22
日（
月
）
午
前

9
時
30
分
〜
正
午

※
受
付
時
間
は
午
前
9
時
15
分
〜

9
時
30
分
で
す
。

※
都
合
の
良
い
日
を
選
び
6
月
14

日（
火
）
ま
で
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
教
材
展
示
会

7
月
27
日
（
水
）

午
後
1
時
〜
4
時
、
28
日（
木
）

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
や
ま
び
こ
支
援
学
校
わ
か
く
さ

棟
で
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

自
由
に
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立

上野原アートクラフト市 Vol．10
「モノづくり」を通して、上野原を東京ー神奈川ー
山梨と繋ぐ文化の拠点にしたいという思いから、県内
外の工芸家が集まり、展示販売いたします。
●日時 6月11日（土）午前10時～午後6時(小雨決行)

12日（日）午前 9時～午後5時(小雨決行)
●場所 上野原市新田の水防会館
●問い合わせ 上野原アートクラフト実行委員会
0554－62－3278（川上）・090－3200－3463（荒川）

や
ま
び
こ
支
援
学
校（
大
月
市

富
浜
町
宮
谷
1
4
9
7
）支
援

指
導
部
田
中
・
田
辺
（
蕁
23
―

1
9
4
3
・
蕭
23
―

1
9
4
6
）

6
月
1
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、6
月

1
日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」と

定
め
、み
な
さ
ん
に
人
権
思
想
の

普
及
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

人
権
問
題
や
も
め
ご
と
で
お
困

り
の
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
子
ど
も
の
人
権
110
番

蕁
0
1
2
0
―

0
0
7
―

1
1
0

○
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

蕁
0
5
7
0
―

0
7
0
―

8
1
0

○
甲
府
地
方
法
務
局
大
月
支
局

蕁
22
―

0
7
9
9

な
お
、
市
で
は
毎
月
2
回
、
人

権
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

保
護
司
に
上
原
周
三
さ
ん4

月
13
日
付
で
上
野
原
地

区
在
住
の
上
原
周
三
さ
ん
が
、

法
務
大
臣
よ
り
保
護
司
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
特
設
人
権
相
談
日

●
日
時

6
月
1
日（
水
）午
前
10

時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
3
階
会

議
室
7

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
総

務
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

法
務
局
な
ん
で
も

無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

甲
府
地
方
法
務
局
で
は
、
法
務

局
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
内
容
の

無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

●
日
時

6
月
19
日（
日
）午
前
9

時
〜
午
後
3
時
30
分

●
場
所

甲
府
地
方
法
務
局
4
階

会
議
室（
甲
府
市
北
口
1
―

2
―

19
）

※
事
前
の
予
約
等
は
不
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

甲
府
地
方
法
務

局（
蕁
0
5
5
―

2
5
2
―

7
1
5

3
）

最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
向
け

た
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
労
働
局
で
は
、
最
低
賃

金
引
き
上
げ
に
向
け
た
支
援
事
業

を
行
い
ま
す
。

《
相
談
支
援
事
業
》

最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
向
け
た

労
務
、
経
営
面
で
の
相
談

《
業
務
改
善
助
成
金
》

事
業
場
内
の
最
も
低
い
時
間
給

を
計
画
的
に
8
0
0
円
以
上
に
引

き
上
げ
る
中
小
企
業
に
対
し
て
、

賃
金
引
上
げ
の
た
め
の
業
務
改
善

に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
助
成

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
労
働
局

賃
金
室
（
蕁
0
5
5
―

2
2
5
―

2
8
5
4
）、
都
留
労
働
基
準

監
督
署
（
蕁
43
―

2
1
9
5
）

「
危
険
物
取
扱
週
間
」
実
施

の
お
知
ら
せ

市
消
防
本
部
お
よ
び
上
野
原
市

危
険
物
協
会
等
で
は
、「
危
険
物

無
事
故
の
ゴ
ー
ル
は
譲
ら
な
い
」

を
推
進
標
語
に
危
険
物
安
全
週
間

を
実
施
し
ま
す
。

●
期
間

6
月
5
日（
日
）〜
11
日

（
土
）

●
内
容

①
危
険
物
施
設
に
お
け
る
保
安
体

制
の
整
備
促
進

②
危
険
物
に
関
す
る
知
識
の
啓
発

普
及

③
危
険
物
保
安
功
労
者
の
表
彰

※
危
険
物
の
取
扱
い
に
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
予

防
担
当
（
蕁
62
―

4
1
1
1
）

広
　
　
告

広告募集中

募集する広告は、公序良俗に反しないものなど、
一定の制限を設けています。広告の募集は、上野原
市有料広告掲載
要綱に基づいて
実施します。

《広報うえのはら》
●掲載料 月額10,000円（1枠）
●掲載期間 原則3か月　

●問い合わせ　企画課政策推進担当（蕁62－3118）



大
鶴
地
区

山
崎
裕
透

ひ
ろ
と

（
栄
二
）

上
野
原
地
区

川
原
百
花

も
も
か

（
新
平
）、
尾
形
恵
一
え
い
ち

（
浩
一
）、
中
島
夢
空
ゆ
め
あ

（
龍
一
）、
歌
田

茉
桜

ま

お
（
尚
之
）、
橋
ま
ひ
ろ（
邦
裕
）

西
原
地
区

長
田
来
未

く
る
み

（
文
勝
）

秋
山
地
区

中
島
大
地

だ
い
ち

（
智
明
）、
原
田
清
華
さ
や
か

（
英
信
）

島
田
地
区

佐
藤
慎
也
＝
池
口
満
也
子

関
戸
尚
也
＝
市
川
靖
子

上
野
原
地
区

奈
良
洋
治
＝
鷹
取
則
子

棡
原
地
区

三
浦
康
啓
＝
八
須
博
子

西
原
地
区

岡
部
敬
義
＝
谷
川
裕
子

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

http
://w
w
w
.p
ref.yam

anashi.jp
/ft-hokenf/ind

ex.htm
l

薬
物
乱
用
は

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
な
ど
の
違
法

薬
物
は
、
た
と
え
1
回
だ
け
の
使

用
で
も
乱
用
に
な
り
、
同
時
に
犯

罪
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
医
薬
品

を
病
気
や
傷
の
治
療
以
外
に
使
う

こ
と
も
薬
物
の
乱
用
に
な
り
ま

す
。違

法
薬
物
の
使
用
は
、
脳
や
体

を
破
壊
し
一
生
に
わ
た
り
心
身
に

苦
痛
を
与
え
続
け
る
と
と
も
に
、

大
切
な
家
族
の
生
き
方
に
ま
で
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

自
分
自
身
の
た
め
、
大
切
な
人

の
た
め
、
薬
物
を
拒
絶
す
る
強
い

意
志
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

国
お
よ
び
県
で
は
、
根
絶
宣
言

の
支
援
事
業
と
し
て
、
6
月
20
日

か
ら
7
月
19
日
ま
で
の
1
か
月
間

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
す
。

違
法
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
正
し

く
理
解
し
て
、
薬
物
乱
用
を
許
さ

な
い
地
域
社
会
づ
く
り
を
推
進
し

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

衛
生
課（
蕁
0

5
5
5
―

24
―

9
0
3
3
）

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
4
月
中
届
出
分
＝
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掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

あ
な
た
の
歯
は

健
康
で
す
か
？

6
月
4
日
〜
10
日
は
「
歯
の
衛

生
週
間
」
で
す
。
い
つ
ま
で
も
健

康
で
元
気
な
歯
を
保
つ
た
め
に
は

毎
日
の
手
入
れ
が
重
要
で
す
。

●
虫
歯
の
予
防

磨
い
て
い
る
こ

と
と
磨
け
て
い
る
こ
と
は
違
い

ま
す
。
歯
と
歯
の
間
や
歯
ぐ
き

の
境
目
な
ど
は
汚
れ
が
残
り
や

す
い
の
で
、
き
ち
ん
と
汚
れ
を

落
と
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

心
が
け
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

●
歯
の
無
料
相
談

歯
の
衛
生
週

間
に
あ
わ
せ
て
歯
科
医
師
会
に

よ
る
歯
の
無
料
相
談
所
が
開
設

さ
れ
ま
す
。

●
日
時

6
月
5
日（
日
）午
後
1

時
〜
3
時

●
場
所

オ
ギ
ノ
上
野
原
店
、
ダ

イ
エ
ー
大
月
店

み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
歯
の

健
康
に
つ
い
て
見
つ
め
直
し
、
日

ご
ろ
の
口
腔
ケ
ア
を
心
が
け
て
歯

科
疾
患
の
予
防
や
早
期
発
見
、
早

期
治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

伝
　
　
言
　
　
板

上野原地区 尾　 莉王
れ お

くん（1歳9か月）
賢次さん美樹さんの長男

“莉王がいるだけで笑顔になるよ！

大きく元気に育ってね！”

上野原地区 小峰 慶次郎
けいじろう

くん（2歳2か月）
知宏さん圭子さんの長男

“強く、たくましく、元気に育ってね。”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



甲
東
地
区

中
村

子
（
幸
明
）、
中
村
閑
子

（
哲
雄
）

巌
地
区

関
戸
繁
（
弘
子
）、小
俣
竹
子
（
寛
）、

小
俣
茂
雄
（
梅
子
）、
武
田
康
夫

（
繁
男
）、
久
島
進
（
和
子
）

大
鶴
地
区

尾
形
正（
正

）、中
村
匡
男（
泰
典
）

島
田
地
区

佐
藤
忠
行
（
和
弘
）、
飯
島
松
江

（
勝
巳
）

上
野
原
地
区

山
下
正
己
（

樹
）、
古
家
朝
江

（
秀
夫
）、
佐
々
木

文
（
伊
都
子
）、

小
澤
ヨ
ネ
（
忠
男
）、
久
島
豊
作

（
好
正
）、
輝
本
幸
子
（
房
子
）、
清
水

保
男（
義
之
）、海
福
政
雄（
美
智
子
）

棡
原
地
区

鷹
取
正
二
（
伸
一
）

西
原
地
区

内
田
志
づ
子
（
吉
治
）

秋
山
地
区

多
賀
井
キ
ク
（
充
司
）、
河
内
静
香

（
一
三
）
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上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁 
4

ー

1

●
声
の
広
報

市
立
図
書
館
に
は
、
目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、
広

報
う
え
の
は
ら
の
内
容
を
録
音
し
た
テ
ー
プ
（
声
の
広
報
）
を
置
い

て
い
ま
す
。

声
の
広
報
は
、
上
野
原
朗
読
の
会
の
ご
協
力
に
よ
り
録
音
さ
れ
て

い
ま
す
。

一

般

書

◇
『
追
憶
の
カ
シ
ュ
ガ
ル
』

島
田
荘
司
／
著

新
潮
社

西
域
に
咲
く
幻
の
桜
、
時
空

に
消
え
た
殺
意
・
・
・
。
京
大

裏
の
喫
茶
店
で
、
御
手
洗
潔
が

語
る
・
・
・
。

◇
『
オ
ブ
・
ラ
・
デ
ィ
・

オ
ブ
・
ラ
・
ダ
』

小
路
幸
也
／
著

集
英
社

勘
一
の
ひ
孫
た
ち
も
大
き
く

な
り
、
中
三
の
花
陽
は
夢
に
向

か
っ
て
猛
勉
強
中
で
、
研
人
は

音
楽
の
練
習
に
打
ち
込
む
毎
日
。

◇
『
こ
の
世
に
ひ
と
つ
の
本
』

門
井
慶
喜
／
著

東
京
創
元
社

解
決
の
カ
ギ
は
世
界
に
、
た

っ
た
ひ
と
つ
し
か
存
在
し
な
い

書
物
？
社
長
秘
書
、
元
エ
リ
ー

ト
、
頼
り
な
さ
す
ぎ
る
御
曹
司

と
い
う
、
印
刷
会
社
の
若
い
三

人
が
ふ
た
つ
の
事
件
に
挑
む
。

◇
『
黄
金
の
騎
士
団
』

井
上
ひ
さ
し
／
著

講
談
社

子
ど
も
の
共
和
国
を
つ
く
る

さ
こ
も
も
み
作

講
談
社

○
『
ぼ
く
た
ち
の

春
と
夏
と
秋
と
冬
』

ピ
ー
タ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
／
絵

主
婦
の
友
社

○
『
さ
い
こ
う
の

お
た
ん
じ
ょ
う
び
』

ク
ロ
ー
ド
・
Ｋ
・
デ
ュ
ボ
ワ
／

絵

ほ
る
ぷ
出
版

○
『
ち
い
さ
な
死
神
く
ん
』

キ
テ
ィ
・
ク
ロ
ー
ザ
ー
／
作

講
談
社

館
☆

『
く
じ
ら
坂
』

あ
さ
の
あ
つ
子
／
作

ほ
か

◎
日
時

6
月
19
日
（
日
）

午
後
2
時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

『
つ
る
の
恩
返
し
』
ほ
か

◎
日
時

6
月
11
日
（
土
）

午
前
10
時
00
分
〜
10
時
45
分

午
後
2
時
00
分
〜
2
時
45
分

た
め
に
、
聖
母
の
騎
士
団
の
少

年
た
ち
が
商
品
先
物
取
引
で
数

百
億
の
資
金
を
生
み
出
す
と
、

国
際
資
本
と
政
治
家
が
立
ち
ふ

さ
が
っ
た
。
逆
転
の
大
芝
居
の

結
末
は
・
・
・
。

◇
『
ア
ン
ダ
ー
・

ザ
・
ド
ー
ム
』
上
・
下
巻

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
キ
ン
グ
／
著

白
石
朗
／
訳

文
藝
春
秋

あ
る
小
さ
な
町
が
突
如
透
明

の
ド
ー
ム
に
囚
わ
れ
た
！
脱
出

不
能
、
破
壊
不
能
、
原
因
不
明

の
パ
ニ
ッ
ク
の
な
か
で
、
命
を

落
と
す
者
が
連
続
す
る
。

児

童

書

◆
『
と
く
べ
つ
な
お
気
に
入
り
』

エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ッ
ダ
／
著

神

戸
万
知
／
訳

岩
崎
書
店

◆
『
宮
澤
賢
治
』

萩
原
昌
好
／
編

あ
す
な
ろ
書

房
◆
『
野
山
の
花
を
さ
が
す

十
二
か
月
』

い
が
り
ま
さ
し
／
著

ア
リ
ス

館
◆
『
巣
の
大
研
究
』

今
泉
忠
明
／
著

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究

所
◆
『
木
の
声
が
聞
え
ま
す
か
』

日
本
初
の
女
性
樹
木
医

池
田
ま
き
子
／
著

岩
崎
書
店

絵

本

○
『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
ち
の
た
う
え
』

『
よ
か
っ
た
ねネッ

ド
く
ん
』
ほ
か

◎
日
時

6
月
18
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

☆
休
館
の
お
知
ら
せ
☆

6
月
20
日
（
月
）
か
ら
28
日

（
火
）
ま
で
、
蔵
書
点
検
の
た

め
休
館
と
な
り
ま
す
。

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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広
報

電
話
：
0554-62-3111（

代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
h
ttp
://w
w
w
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o
h
ara.yam

an
ash
i.jp

E
-m
ail：
kikaku

@
city.u

en
o
h
ara.lg

.jp

5月10日、大鶴小学校屋内運動場で、大鶴小学校
全児童と上野原小学校1年生との交流会が行われまし
た。当日は、それぞれの学校紹介を行ったあと、大鶴
小学校和太鼓クラブによる太鼓が演奏されるなど、お
互いの交流を深めていました。

用水路でマス釣り大会！！

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

5月1日、新井地区育成会では、光電製作所付近の用水路でマス釣り大
会を行いました。当日は、地域の子どもからお年寄りまで多くの参加者が
用水路に放されたニジマスを釣り上げていました。
この用水路は、大正8年に農業用水や防災などの目的で造られたもので

棡原地区の三二山から上野原地区の諏訪まで続く全長8.7キロメートルの
用水路です。昔から地域の人々に親しまれてきたこの用水路では、今も変
わらず地域のみなさんの交流の場として利用されていました。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●26,510人 （－20）
男 ●13,240人 （－ 5）
女 ●13,270人 （－15）
世帯●9,981世帯 （＋ 7）
平成23年5月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●大鶴小学校と上野原小学校の交流会
5月13日、上野原中学校で、東日本大震災の被災

地へ送る支援物資の仕分け作業を行いました。
これは、上野原中学校生徒会やボランティア委員会

が中心となって行ったもので、生徒やＰＴＡも協力し
て米やタオルの箱詰めや仕分け作業が行われました。

●上野原中学校ボランティア活動

5月3日、甲東地区で和見権現の祭典が行われまし
た。当日は、地域のみなさんが御柱を立てたあと権現
山の参道整備や縄張りを行いました。この祭典は、以
前5月10日に行われていましたが、昭和44年からみ
なさんが参加しやすいようにこの日に変更されました。

●和見権現の祭典
5月1日、上野原西中学校屋内運動場で上野原西中

学校定期演奏会が行われました。当日は、吹奏楽部が
全14曲を演奏し、演奏にあわせて部員のダンスなど
が披露され、演奏会を見に来た地域のみなさんや保護
者からは、アンコールの声が上がっていました。

●上野原西中学校定期演奏会
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
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